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1．タイヤの力学的特性に関する研究

酒井秀男荒木一雄

(1)タイヤの制動駆動特性に関する研究（ｌ年次）

この研究は、タイヤの制動力と駆動力が非対象になることと、スリップ比が動的に変化する

場合について理論的に論じたものであるが、既に研究は終了し、論文題目「タイヤの制動駆動

特性の理論的考察」として、１１動車技術会学術講演会（1991年５月）で発表し、自動車技術会

論文集vol３，Ｎｏ４（1992年１０)1）に掲載された。

(2)タイヤの力学的特性モデリングに関する研究（１～３年次）

この研究は、自動車の運動特性を理論解析するために必要なタイヤ特性のモデル化を目的と

したものであり、その成果の一部は論文題目「車両運動解析のための半理論実験式タイヤモデ

ル・第１報、速度変化を考慮しない場合」として、自動車技術会学術講演会（1992年５月）で

発表し、自動車技術会論文集vol３，Ｎ０４（1992年１０月）に掲載された。

この研究はさらに進められ、その成果は論文題目「車両運動解析のための半理論実験式タイ

ヤモデル・第２報、速度変化を考慮した場合」として、自動車技術会学術講演会（1993年５月）

で発表した．

これらの論文は、内容をさらに充実させたうえ、論文題目“StudyofTireModelComprising

ofTheoreticalandExperimentalEquationsforVehicleDynamicsAnalysisPart-l”としてSAE

1993warldwidePassenferCarConferenceOct」993で発表することになっており、さらに

"ＳｔｕｄｙｏｆＴｉｒｅＭｏｄｅｌＣｏｍｐｒｉｓｉｎｇｏｆＴｈeoreticalandEcperimentalEquatiｏｎｓｆｏｒＶｅｈｉｃｌｅＤｙｎａ‐

micsAnalysisPart2”をSAEl994WorldwidePassengerCarConference,０ct」994で発表する

計画である。

2．板状構造物より発生する衝撃騒音の発生機構とその防11二法に関する研究

高萩敏男

自動車の機械力学的特性に関する研究のうち、日勤車の衝撃騒音の発生機構について究明を

行っている。引き続き、機械構造物において発生した振動が音に変換する過程を明らかにする

ため、機械的力Ⅱ振にともなう板からの音響放射についての理論的考察を行っている｡
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板の放射特性を示す放射係数の数値計算を行うにあたっての問題点をまとめると以下のよう

になる。(1)理論的には振動モードの数は無限大まで考えられるわけだが、これでは現実的な計

算はできない．そこで、有意な結果を得るためには、どの程度の範囲までの振動モードを考慮

する必要があるか。(2)放射青圧による反作用をどの程度考慮するか。考慮する場合は、連立の

微分方程式を解くことになるため、上記の(1)の問題が関連してくる。(3)上述のように、複数の

モードが同時に存在する場合、そのモード間のカップリングをどの程度考慮するか。モード間

のカップリングの影響を考えた場合、考慮するモード数の範囲によっては、計算時間が爆発的

に増加することになる。(4)放射インピーダンスの解析的表現は重積分となる。その数値計算に

おいて、精度を維持しつつ、演算時間を許容できる範囲内に納めるためには、どういう方法を

用いればよいか。

数々の試行計算の結果、まず(1)については、ある固有振動数については、その前後１０％程度

の範囲のモードについて考慮すれば十分であること。次に(2)については、放射斉圧の作用を無

視すれば、特に低周波において斉響パワーを高めに評価することになるが、放射係数にはほと

んど影響を与えないこと。(3)については、共振点の放射係数のみを問題とするときは、カップ

リングの影響については、ほとんど無視しうること。(4)については、変数変換を用いた式の変

形により、重積分の次数を減らすことにより対応できること、などが明らかとなった。

以上のことを踏まえて、板の音響反射への、その形状・境界条件による影響についての検討

を、現在進めている。

3．摩擦音の発生機構に関する研究

横井雅之

摩擦音の発生機構に関する研究の一つとして、ブレーキ鳴き（スキール）の発生機構の解明

を行っている。ここでは、単純なモデルとして、バンドをドラムに巻き付けてブレーキを行う

バンドブレーキ装置を用いて、その発生機構を実験および理論解析により解明した。実験につ

いては、ほぼ完了しており、現在、理論解析の最終段階にある。

実験結果より、鳴き音の発生原因はバンドとドラムの摩擦によるバンド自身の２つのモード

の連成による自励振動であることが分かった

理論解析では、バンドの振動も単純な１，ｍ度系の自励振動ではなく、バンドを円環と仮定

して、その円周および半径方向の振動について、連立の運動方程式をたてた。また、ドラムと

接触するバンドのライニングをばねで置換したモデルを作成した。実際には接触剛性はドラム

上では場所により変化するが、ここでは、ばね定数の接触角による変化を考慮して、数種類の

非線形ばね特性を使用した。さらに、摩擦係数は相対速度に対して一定であると仮定した。こ

れらを考慮した計算結果より、２つのモードの連成により、スキールが発生することが解明さ

れ、周波数およびボードについても実験結果とよく一致した。現在、これらをまとめて、学会

に投稿予定である。
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